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今まで実施してきたプログラム（平成２９年度）

2

高校中退者、未進学者を対象とした
無料高卒認定試験講座

◇目的、内容
高校中退者、未進学者に大学進学等につながるチャンス
を提供することで、将来の選択肢を拡大することを目的と
して英数国の必須科目の学習指導を実施
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今まで実施してきたプログラム（平成３０年度）

不登校児を対象とした就業体験
プログラムの構築と実施

◇目的、内容
不登校児が学校に行かなくても社会的自立を果たすため
に、職業体験をとおして就労感を養い、将来への不安の
払拭そして学ぶ意味を将来へ結びつけることを目的とし、
就業体験を実施



今年度取り組む３つのこと（当初の目標）
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１ ボランティア育成のための研修会の開催 ＞＞

不登校児の中には、障害を持つ児童や心理ケアが必要になる児童が存在しているため、
子どもの実情に合った支援ができるボランティアを育成するために発達障害や児童心理を
理解するための研修会を開催する。

２ 不登校児の情報管理システムの構築 ＞＞＞

フリースクールを利用する児童の変化を具体的に検証し、効果的な支援を実施するとともに、
保護者や外部への効果的なアウトカムにつなげるために、子どもの情報を効率的に蓄積
できるシステムを構築する。

３ 寄付金獲得を目指したWEBサイトへの改修 ＞＞＞＞

持続的な運営や生活困窮者世帯の受入を実現するために、ファンドレイジングに特化した
WEBデザインの作成やページメニューの充実を図る。



１ ボランティア育成のための研修会の開催
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第１回 “障害児の関わりについて”

フリースクールを利用する軽度の自閉症児を事例と
して、障害への知識や関わり方について１４名のボ
ランティアスタッフが理解を深めました。

（事前ワーク）
・自閉症の基礎動画視聴、氷山モデルについての記事読み込み
・子どもに対しての関わりで困ったことなどのの詳細を記入

（研修会当日）
１ アイスブレイクで自閉症当事者の気持ちを体感
２ 自閉症についての講義
３ 事前に出した事例をもとにグループワークで支援や特性

についてワークシートに記入し、ディスカッション

【 得られた成果 】※アンケート結果抜粋

・行動だけで児童を判断するのではなく、本人特性・環境要
因まで考慮し、行動の要因を把握したり理由を想像したり
することの必要性も学べた。

・子どもの中には、コミュニケーションが苦手な子もいるの
で、非言語的なところにも気を配っていきたいと思った。
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２ 不登校児の情報管理システムの構築
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【 実 施 内 容 】
・クラウド型の業務システム開発支援サービスを
活用したベースシステムの構築

・ボランティアが関わった子どもの情報入力
するための簡易なフォームの作成
（現在入力件数：210件）

・入力した情報をエクセルファイルとし出力し、
児童の情報を共有する体制を構築

【 得られた成果 】
・親や学校に配布している出席報告書の内容に
情報共有フォームの内容を活かすことができた。

・情報がウェブ上ですぐに蓄積、検索可能に。
・情報共有フォームに関しては、ボランティア
スタッフそれぞれの関わりや、情報の共有が
可能になり、一人一人の子どもに手厚い支援
ができるようになった。
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３ 寄付金獲得を目指したWebサイトへの改修

【実施内容】
１ 現在のWEBサイトの課題の抽出
２ WEBサイトに掲載すべき内容の検討
・ステークホルダーの整理
・寄付者へのインタビュー調査の実施
・寄付を促すための必要な情報の整理

【得られた成果】
・活動情報が分かりづらい、まとまってい
ない。（効果的な文章または画像が必要）

・寄付者は何らかの原体験を持ち、活動に
共感している。

・代表理事の想いやストーリーへの共感が
寄付につながっている。
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残された課題とその原因、今後の対策について
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１ ボランティア育成のための研修会の開催 ＞＞

今回の研修会では事前ワークを実施するなど、研修会当日に向けて準備をしたこともあり、
有意義な研修会を開催することができた。しかしながら、時間の都合等で参加できない
ボランティアも20名近くいたため、１回限りの研修会ではなく、定期的に実施することを
検討していく。

２ 不登校児の情報管理システムの構築 ＞＞＞

情報共有するためのベースシステムと子どもの情報入力できる仕組みを構築できたため、
子どもの蓄積された情報をクラウド型の業務システム開発支援サービスと連携させ、
簡易に確認できる仕組みを早期に構築し、保護者へ子どもの変化を報告書にまとめ送付する
準備を進めていく。

３ 寄付金獲得を目指したWEBサイトへの改修 ＞＞＞＞

現在はWEBサイトの見直しや寄付者のインタビューを実施したことにより、改修の方向性を
確認した。
今後は改修を依頼するWEBデザイナーと具体的なWEBサイト改修を進めていく。


